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① 
 

 

日本共産党 
八尾市会議員団 

ニュース 

子
ど
も
ら
が
喜
ん
だ 

ト
イ
レ
の
改
善 ―

学
童
保
育 

共
産
党
議
員
団
は
か
ね
て
か
ら
学

童
保
育
の
ト
イ
レ
問
題
を
調
査
し
議

会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

１
７
０
人
の
こ
ど
も
ら
に
洋
式
便

器
が
２
つ
、
古
い
和
式
ば
か
り
の
ト

イ
レ
、
学
童
保
育
の
部
屋
か
ら
ト
イ

レ
が
遠
い
、
臭
く
て
子
ど
も
が
行
き

た
が
ら
な
い
等
々･･･

。 

共
産
党
議
員
団
は
昨
年
３
月
の
代

表
質
問
で
も
学
童
保
育
の
ト
イ
レ
問

題
を
取
り
上
げ
、
市
は
「
指
摘
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
改
良
し
て
い
き

た
い
。
直
ち
に
は
難
し
い
が
改
善
や

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
の
改
修
を
早
急

に
」
と
回
答
し
、
こ
れ
を
受
け
て
市

長
も
現
場
に
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
。 

 

３
月
か
ら
ト
イ
レ
増
設
工
事
が
始

ま
り
、
よ
う
や
く
一
つ
一
つ
ト
イ
レ

の
改
善
が
前
へ
進
み
出
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
久
宝
寺
・
東
山
本
・

志
紀
な
ど
大
き
く
改
善
の
方
向
で

す
。
指
導
員
さ
ん
が
こ
の
こ
と
を
こ

 

 

八尾市議団 
ＨＰ 

やったぁ！ 

みんなの力で 

ど
も
た
ち
に
話
す
と
、
こ
ど
も
た
ち

は
「
ワ
ァ
ー
イ
！
」
と
飛
び
上
が
っ

て
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。
つ
ら
い
思
い

を
し
て
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

 

こ
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
環
境
を
保

障
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
一
緒

に
頑
張
り
ま
す
。 

  

老
朽
化
な
ど
改
善
求
め
る 

「意
見
書
」全
会
派
採
択 

―

八
尾
支
援
学
校 

府
立
八
尾
支
援
学
校
は
、
八
尾
市

と
東
大
阪
市
か
ら
児
童
生
徒
が
通
っ

て
い
ま
す
。
在
籍
児
童
生
徒
数
は
４

２
３
人
と
大
規
模
化
。
狭
あ
い
化
の

た
め
、
深
刻
な
教
室
不
足
等
を
引
き

起
こ
し
て
き
ま
し
た
。 

昨
年

11

月
に
は
八
尾
と
東
大
阪

の
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が
石
川

た
え
府
議
と
現
地
視
察
、
老
朽
化
に

よ
る
雨
漏
り
や
天
井
の
落
下
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
ボ
ロ
ボ
ロ
な
ど
深
刻
な

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

３
月
議
会
で
は
昨
年
の
東
大
阪
市

議
会
に
続
い
て
「
意
見
書
」
が
全
会

派
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
関
係

者
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
な
取
組
み
の

成
果
で
す
。
議
会
の
雰
囲
気
が
こ
の

瞬
間
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

「
意
見
書
」
が
八
尾
市
に
求
め
た

の
は
、
①
中
河
内
に
支
援
校
の
増
設

を
求
め
る
、
②
八
尾
支
援
学
校
の
老

朽
化
改
善
、
の
２
項
目
で
す
。 

 

(

２
面
に
つ
づ
く) 

 

 
市民の運動と 

日本共産党で前進 

 
学童保育のトイレ改善 
 

支援学校の意見書採択 
 
小学校給食完全無償化 
家庭に負担を求めることのな
い小学校給食の完全無償化を
国が実施。 
 

戦争遺跡の請願 
請願は不採択でしたが、共産党
以外にも賛同会派が！ 
 

水道料金 4 ヶ月無償 
水道料金の基本料金4ヶ月分無
料。 
 

下水道料金値上げ阻止 
 
中学校1年まで35人学級 
 
生活保護費減額分返還 
１世帯平均 10 万円。今年度、
給付予定。 
 
国保料こども均等割軽減 
就学前まで→18 歳の３月末ま
で。令和 9 年度から。 
 

防犯灯を八尾市に移管 
地域により維持管理されてき
た防犯灯について、地域の負担
軽減を図るため､市へ移管。 
 

高齢低所得世帯にエアコ

ン助成 

などなど 

八尾市を動かした 

３
月
議
会
が
閉
会 

市
民
の
願
い
・
要
求
の
実
現
を
め
ざ
し
て 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
 

 

(

１
面
か
ら
の
つ
づ
き) 

          

水
道
料
金 

４
ヶ
月
間 

基
本
料
金
免
除 

 

物
価
高
騰
の
中
、
全
て
の
市

民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
「
水

道
料
金
の
免
除
を
」
と
、
一
貫

し
て
日
本
共
産
党
は
求
め
て

き
ま
し
た
。
４
ヶ
月
間
で
す
が
、

こ
の
物
価
高
の
中
、
延
長
さ
せ
る

た
め
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
合

わ
せ
て
下
水
道
料
金
の
値
上
げ

を
今
年
度
ス
ト
ッ
プ
で
き
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
物
価
高
騰
で
市
民
が
苦

し
む
な
か
、｢

市
民
応
援
給
付
金｣

と
し
て
一
人
当
た
り
６
０
０

０
円
が
現
金
給
付
さ
れ
ま

す
。 

 

生
活
保
護
費 

減
額
分
返
還 

 

減
額
さ
れ
て
い
た
生
活
保
護

費
が
１
世
帯
平
均
10
万
円
、

返
還
さ
れ
ま
す
。 

市立病院への 

患者送迎バス 

3月より運行開始 

 

近鉄山本駅   市立病院 

 

地下鉄八尾南駅   出戸 

出戸   市立病院 

 

・ 乗車 定員９名 

・ 運行日 平日のみ 

・ 料金 無料・予約不要 

・ 確認事項 診察券等 

 

 

やったぁ！ 

みんなの力で 八
尾
市
を 

動
か
し
た 

収
入
が
増
え
て
い
ま
す
、
そ
れ
を
施

策
拡
充
に
使
う
よ
う
求
め
て
い
ま

す
（
注
①
３
面
）
。
こ
れ
ら
は
、
新

た
な
財
源
を
必
要
と
せ
ず
に
、
新
た

に
拡
充
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。
市
民
生
活
に
は
ケ
チ
ケ

チ
緊
縮
財
政
を
行
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
、
八
尾
市
は
再

開
発
や
大
規
模
道
路
は
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

３
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
と
市
民
や
職
場
で
の
運

動
や
世
論
に
よ
っ
て
前
進
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

同
時
に
、
市
民
生
活
に
は
ケ
チ
ケ
チ
緊
縮
財
政
を
強
い

る
一
方
で
、
西
郡
ま
ち
づ
く
り
構
想
や
西
側
跡
地
開
発
、

25
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
な
ど
厖
大
な
財
源
を
必
要
と
す

る
投
資
や
再
開
発
に
は
積
極
的
財
政
で
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、
市
民
の
く
ら
し
に
こ
そ

積
極
財
政
を
、
投
資
や
再
開
発
に
は
緊
縮
財
政
へ
の
転
換

を
求
め
ま
し
た
。 

 

市民のくらし 超ケチケチ 

誰のための まちづくり?! 

 
 

賃
金
上
が
ら
ず 

物
価
は
高
い 

な
の
に
!? 

働
く
者
の
賃
金
は
上
が
ら
な
い

上
に
、
物
価
高
騰
が
市
民
の
く
ら

し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
八
尾
市
で
は
国
の
交
付
金
の

範
囲
で
は
市
民
給
付
金
を
は
じ
め

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
市
独

自
の
事
業
や
制
度
は
、
下
水
道
使

用
料
減
免
制
度
を
廃
止
す
る
な
ど

削
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
注 

小
学

校
・
中
学
校
給
食
無
償
化
は
市
独

自
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
も
後
押

し
し
て
き
ま
し
た
）
。 

 

市
会
議
員
団
は
、
国
の
小
学
校

給
食
完
全
無
償
化
実
施
に
よ
り
確

保
さ
れ
た
財
源
６
億
円
分
を
活
用

し
、
新
た
な
子
ど
も
施
策
な
ど
の

拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
八
尾
市
に
は
基
金
が
複

数
あ
り
、
金
利
上
昇
に
伴
い
利
子

 

② 
 

子
育
て
支
援
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
国
が
子
育
て
支
援
の
財
源
を
確
保
す
べ
き

で
す
。 

し
か
し
国
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
か
ら
出
せ
」
と
国
民
保
険
料

に
徴
収
。
国
民
保
険
の
会
計
は
常
に
不
安
定
で
あ

り
、
高
く
て
払
え
な
い
ほ
ど
の
保
険
料
で
す
。
今
で

も
苦
し
い
国
保
被
保
険
者
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し

て
の
値
上
げ
は
筋
違
い
で
す
。 

 

子育て支援金を 

国保と後期高齢に上乗せ！？ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財
政
試
算
す
ら 

し
て
い
ま
せ
ん 

―
西
郡
ま
ち
づ
く
り
構
想 

「
西
郡
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
は

25

年
か
け
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
し
か

し
ま
だ
決
ま
っ
て
も
い
な
い
「
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
」
が
地
図
上
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
財
政
試
算
も

明
ら
か
に
せ
ず
、

25

年
も
か
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
再
開
発
な
ど
あ
り

得
ま
せ
ん
。 

ま
た
３
館
合
築
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

③ 
 

市民のくらしにこそ積極財政を 

投資や再開発には緊縮財政への転換を 

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
投
資
事
業
で
あ

り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
少
年

会
館
は
事
実
上
廃
止
さ
れ
大
後
退
と

な
り
ま
す
。 

 

渋
滞
解
消
な
ら
ず 

―

25
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備 

「
国
土
強
靱
化
」
や
「
渋
滞
対
策
」

を
名
目
に
国
道

25

号
大
阪
柏
原
バ

イ
パ
ス
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

巨
額
予
算
が
投
じ
ら
れ
る
だ
け
で
、

渋
滞
解
消
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

知
事
・
市
長
を
は
じ
め
国
会
、
地

方
議
員
が
「
促
進
同
盟
」
を
作
り
、

こ
の
整
備
計
画
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
「
促
進
同
盟
」

に
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
に
丸
投
げ 

―
西
側
跡
地
開
発 

西
側
跡
地
開
発
は
大
阪
市
と
八
尾

市
に
ま
た
が
る
広
大
な
国
有
地
を
、

大
デ
ベ
ロ
ッ
パ
や
大
資
本
が
要
求
し

て
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
は
戦
時
中
、
軍
部
に
強
制
的
に
奪

わ
れ
た
農
地
で
す
。
八
尾
市
民
に
資

す
る
活
用
を
行
う
べ
き
で
す
。 

 

  
 

日
本
共
産
党
の 

 

日
本
共
産
党
は
提
案
し
て
い
ま
す
。 

 

６
億
円
で
新
規
事
業
を 

小
学
校
給
食
の
無
償
化
の
財
源
を
国
が
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
尾
市
の
財
源
６
億
円
が
浮
き
ま
す
。

そ
の
６
億
円
で
新
規
事
業
が
実
現
で
き
ま
す
。 

・ 

修
学
旅
行
の
無
償
化(

１
億
４
０
０
０
万
円) 

・ 

全
て
の
中
学
校
に
栄
養
職
員
配
置(

３
５
０
０
万
円) 

・ 

全
て
の
学
校
の
図
書
館
司
書
配
置(

５
０
０
０
万
円) 

・ 

夏
休
み
の
学
童
保
育
な
ど
の
給
食
実
施(

枚
方
市
で
実

施
。
５
６
０
万
円
で
困
難
家
庭
補
助) 

 

各
種
基
金
の
利
子
増
額
分
の
活
用
を 

昨
今
の
金
利
上
昇
で
各
種
基
金
の
利
子
が
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
増
額
分
を
活
用
す
れ
ば
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し

な
く
て
も
拡
充
で
き
ま
す
。 

・ 

子
ど
も
夢
基
金
４
１
０
万
円 

・ 

奨
学
金
基
金
１
２
０
万
円 

・ 

子
ど
も
食
育
基
金

40

万
円 

・ 

野
口
は
ば
た
く
基
金

60

万
円 

・ 

財
政
調
整
基
金
２
０
０
０
万
円 

・ 
公
共
施
設
基
金
５
７
０
万
円 

 

次期介護保険料(令和 9年度) 

大幅値上げ？！ 
保険料が月 1000 円以上値上がりする可能性が、3

月議会で明らかとなりました。 

高すぎる保険料に対して、一般会計から繰り入れ

している自治体はたくさんあります。共産党は一般

会計からの繰り入れを求めています。 

堤 

案 
 

  

注①  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

市会議員団で市民アンケートを実施します。ご自宅のポスト

にアンケート用紙と封筒が入りますので、ご協力をお願いし

ます。 

アメリカのトランプ大統領はイスラエルとともにイランを先

制攻撃、国際法を無視した戦争をはじめました。みなさんの

生活には戦争の影響はありませんか。不安な思いなども聞か

せてください。 

 

市会議員団アンケートにご協力ください 

市
民
（
八
尾
の
戦
争
遺
跡
を

保
存
す
る
会
）
か
ら
「
八
尾
市

域
に
残
る
戦
争
遺
跡
」
に
関
す

る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
請
願
は
、
①
垣
内
に
あ

る
掩
体
壕
の
保
存
、
②
掩
体
壕

の
説
明
板
の
設
置
、
③
掩
体
壕

保
存
の
た
め
の
学
術
的
文
化

的
調
査
の
実
施
、
の
３
項
目
を

掲
げ
、
「
戦
後
・
被
爆

80

年
、

八
尾
市
は｢

非
核
・
平
和
都
市

宣
言｣

が
採
択
さ
れ
て

40

年
」｢

戦
争
体
験
者
が
数
少
な

く
な
る
な
か
で｣

｢

次
世
代
に

引
き
継
ぐ
教
材
と
し
て｣

戦
争

遺
跡
保
存
の
意
義
を
訴
え
て

い
ま
す
。 

共
産
党
議
員
団
は
紹
介
議

員
と
し
て
請
願
者
の
願
い
を

代
読
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
基
づ
い
た
討
論
で

は
、
共
産
党
だ
け
で
は
な
く
一

つ
の
会
派
が
全
項
目
に
賛
成

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ

 

少女コンクリート詰め事件について 

第三者委員会の設置を求める 
予算決算常任委員会全体会（3/26）での 

おち妙子議員の討論から 

昨
年
３
月
八
尾
市
の
民
家
で
発
見
さ

れ
た
少
女
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
め
事
件

は
、
私
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

大
阪
地
裁
は｢

非
常
に
悪
質
で
、
非
常
な

暴
行｣

と
し
て
加
害
者
に
懲
役
８
年
の

判
決
。
マ
ス
コ
ミ
は｢

周
囲
の
行
政
が
把

握
で
き
て
い
な
か
っ
た｣

と
指
摘
し
ま

し
た
。 

子
ど
も
を
確
認
せ
ず
に
、
な
ぜ
住
民

票
を
削
除
し
た
の
か
。
な
ぜ
市
は
福
祉

の
観
点
か
ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
か

等
々
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。 

こ
の
少
女
は
殺
害
さ
れ
る
直
前
に
医

療
機
関
を
受
診
、
保
険
証
は
ど
う
し
た

の
か
。
当
時
国
保
法
が
改
悪
さ
れ
、
国

保
料
の
大
き
な
値
上
げ
が
あ
り
ま
し

た
。
国
保
料
は
不
能
欠
損
を
な
く
せ
と

議
会
か
ら
も
追
及
さ
れ
、
不
能
欠
損
を

な
く
す
手
段
と
し
て
住
民
票
の
職
権
削

除
が
乱
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
、
と
の

疑
問
も
出
て
き
ま
す
。 

職
権
削
除
し
た
市
民
課
と
福
祉
な
ど

の
重
層
的
な
支
援
が
当
時
あ
っ
た
な
ら

ば
、
と
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

副
市
長
は
総
務
委
員
会
で
職
員
の

｢

気
づ
き｣

の
大
切
さ
を
言
わ
れ
ま
し

た
。｢

気
づ
き｣

の
一
番
の
き
っ
か
け
は

窓
口
で
す
。
窓
口
を
民
間
委
託
に
す
る

の
で
は
な
く
、
市
直
営
で
や
る
べ
き
で

す
。
公
務
員
と
し
て
経
験
あ
る
職
員
が

窓
口
に
い
る
こ
と
が
市
役
所
に
と
っ
て

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
後
の
八
尾
市
の
あ
り
方
を
考
え
る

た
め
に
も
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

当
時
の
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
と
、
早

急
に
市
の
全
て
の
窓
口
を
市
直
営
に
切

り
替
え
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

八尾市の責任で戦跡保存を 

八尾市垣内に残る旧陸軍大正飛行場格納庫（掩体壕） 

の
会
派
が
「
説
明
板
の
設
置
」

に
賛
成
を
し
、
賛
成
討
論
も
行

い
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
請
願
は
採
択
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関

係
者
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
な
議

会
へ
の
働
き
か
け
が
戦
争
遺
跡

保
存
の
取
組
み
に
、
大
き
な
一

歩
を
記
し
ま
し
た
。 

 

請
願
書
は
不
採
択
で
し
た
が･･･ 

共
産
党
と
と
も
に 

掩
体
壕
保
存
に
賛
成
す
る
会
派
も 


